
～ 職 員 不 在 の お 知 ら せ ～ 

 ７月２１日(木)～8月12日(金)の間、研修のため、飯田公民館主事の日隈が不在となります。 

 代わりの職員が来る日もありますが、職員がいない時間帯もございます。そのため、公民館お

よび体育施設利用に関しての予約・利用料金の受け渡しができないこともあります。 

 みなさまにはご迷惑をおかけしますが、何卒ご理解いただけますよう、お願い申し上げます。 

    なお、不在の際は文化センター（℡ 76-3888 ）もしくは 九重町役場社会教育課（℡  79-

3823  )までお問合せください。 

（飯田小学校・飯田公民館共催） 
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飯田地区まちづくり協議会・飯田公民館だより 

 

 6/21(火)に「夢のホンモノと出会う」と題した、

キャリア教育事業がありました。 

 今回のホンモノは子どもたちが大変興味を持ってい

る、ゲーム関係の仕事について、ゲームクリエイター

の弘津さんを講師にお招きしました。 

 ゲームがどのように作られていくのか、一つのゲー

ムが完成するまでにどんな仕事や役割があるのかなど

を教えていただきました。質問タイムでは低学年～高

学年の子どもたちから多くの質問があり、その仕事に

対して大きな興味・関心があることが伝わってきまし

た。 
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 今年度は飯田公民館を季節や時期に応じた飾り付けをして

いきたいと思っています。そこで！今回は８月４日（旧暦の

七夕まで）までを目安に七夕の飾り付けを行います。 

 短冊や飾りは準備していますので、みなさんの日頃の願い

や、思いをぜひ短冊に書いてみてはいかがでしょうか？ 

 もちろん、自宅などで書いてきた短冊や作った飾りも大歓

迎です。みんなで飯田公民館を彩りましょう！ 

七夕の飾りつけをします 

～ 青・赤・黄・白・紫 五色の短冊にも意味がある！？ ～ 

「青・緑」…人間力を高める 「赤」…祖先や親への感謝 

「黄」…人を大切に思う、信頼感を育む 「白」…義務や決まりを守る 

「黒・紫」…学業の向上 



※※※※※※※※※※※※※※（ 飯田ふれあい交流センター ）※※※※※※※※※※※※※※ 

こんにちは 

 

 

 です 
 

 

7 月は 第７２回「社会を明るくする運動」強調月間 です 

                                                      

 
社会を明るくする運動は、すべての国民が、犯罪や非行の防

止と犯罪や非行をした人たちの更生について理解を深め、それ

ぞれの立場において力を合わせ、犯罪や非行のない安全で安心

な明るい地域社会を築くための全国的な運動で、今年で７２回

目を迎えます。 

犯罪や非行をした人たちが社会復帰をするためには、地域社

会において彼ら彼女らが孤立することのないよう、その立ち直

りを支えていくことが大切です。 

「どうすれば犯罪や非行をなくすことができるか」「いじめ

や非行をなくすために大切なこと」「思いやりある明るい社会

の実現について」等、この機会にご家族で考えてみましょう！ 

今年のテーマは、昨年（第７１回）に引き続いて 

「＃生きづらさを生きていく。」です。 
  

 各部会が開催されました！  
  

～ 旧暦のある暮らし ～ 
 
 体育・健康福祉部会 〔７月５日（火）〕  
＊飯田高原ウォーキング～湯沢地区のハンノキ群生を見ながら 

＊地域・親子ふれあいの場ナイター無料開放事業 

～家族で“手花火”大会 ～家族で“グラウンドゴルフ”大会 

＊学習会～健康診断の結果の見方・第５次地域福祉活動計画 等 
 

 環境部会 〔７月７日（木）〕  
＊環境保全事業～カーブミラーの点検・清掃 

       ～特定外来生物「オオハンゴンソウ」の駆除活動 
 

 教育文化部会 〔７月８日（金）〕  
＊高田力蔵画伯（九重町名誉町民）の絵画巡り〔役場・佐世保市〕 

＊青少年育成事業～飯田高原・お宝探検隊の活動支援 

＊人権啓発推進事業～人権映画の鑑賞〔Drive in Theater〕 
 

 地域づくり部会 〔７月１３日（水）〕  
＊まちづくり活動の連携～各部会の連絡・調整 等 

＊町議会「一般質問」の傍聴（６月・９月・１２月・３月） 

以上の活動を行なうことが決定されました。 

 
「大暑」〔新暦では、７月２２日～８月６日頃〕 
 
大暑とは、もっとも暑い真夏のころのこと。

土用のうなぎ、風鈴、花火と、風物詩が目白 

押しです。 
 

初候）桐
きり

始
はじ

めて花
はな

を結
むす

ぶ〔新暦 7 月 22 日～27 日頃〕 

桐が梢高く、実を結び始めるころ。和の暮らし

の中で、桐は家具として役立ってきました。 
 

次候）土
つち

潤
うるお

いて溽
む

し暑
あつ

し〔新暦 7 月 28 日～8 月 1 日頃〕 

 むわっと熱気がまとわりつく蒸し暑いころ。 

 打ち水や夕涼みなど、暑さをしのぐひとときを。 
 

末候）大雨
た い う

時
ときどき

行
ふ

る  〔新暦 8 月 2 日～6 日頃〕 

 夏の雨が時に激しく降るころ。 

 むくむくと青空に広がる入道雲が夕立に。 
  

宇宙への感動 
 
 コロナ禍で遠出もままならない夏休み。小学

４年生の娘の思い出にと、父親が星空観察を提

案した。午前３時。寝ぼけ眼のわが子を車に乗

せ、芝生の公園へ。広い原っぱにレジャーシー

トを一枚敷く。二人で大の字に寝転んだ瞬間、

少女は小さく歓声を上げた。図鑑で調べた星座

の名を、天を指さしながら次々と挙げていく。 

東には冬の代表格オリオンの姿も。刻々と動く 

星空を、彼女は「宇宙が生きてるみたい」と表 

現した。 
 

 
「見上げたる 星満てる空 今宵なる 愛と
いのちの いかに多きや」。これは、天文学者

ウィックラマシンゲ博士が１４歳の時に詠ん

だ詩である。 

 宇宙への感動は「生命への畏敬」の念を育む

ことにも通じる。百万言を費やして愛や生命の

尊さを語る以上に、星空を見上げながら大宇宙

のロマンを語らうひとときの中でこそ、実感で

きることもあろう。      （新聞記事より） 

 あなたも今宵、宇宙に心をはせてみては。 
 

自然に親しむ運動 ７月２１日は、自然公園の日 です。森と湖に親しむ旬間 

                                                             
１９５７年（昭和３２年）のこの日、「自然公園法」が制定されました。 

  




